
 

 

 

2022年 5月 31日 

株式会社トヨタエンタプライズ 

 

 

 

 

 

トヨタ自動車出資子会社の株式会社トヨタエンタプライズ（本社：愛知県名古屋市、代表取締役社長： 

高瀬 由紀夫）は、（財）日本交通安全教育普及協会※監修のヒヤリハット体験プログラムを活用した 

従業員向け交通安全対策ツール「セーフティ・ドライビング・トレーナー」を 2022年 5月 31日に 

発売開始いたしました。 

セーフティ・ドライビング・トレーナーの詳細【URL】https://www.toyota-ep.co.jp/service_lineup/safty_driving_trainer 

 

 

 

 

 

 

※（財）日本交通安全教育普及協会（JATRAS） 

1968年（昭和 43年）設立以来、交通安全教育の普及・徹底を目的とする法人として、国・地方公共団体・ 

関係団体・関係企業等と共に、交通安全教育の普及啓発に努め、積極的に各種の活動を展開。 

 

《セーフティ・ドライビング・トレーナー》販売の背景 

◉コロナ状況下において、車通勤者などが増大傾向 

公共交通機関を利用した通勤から車通勤者が増加傾向にある 

◉企業にとって交通事故は、今まで以上に大きなリスクとなる 

SDGsの機運の高まりにより企業価値向上を重要視する傾向が強くなってきており、交通事故は従業員の 

健康、働きがいを阻害するため、今まで以上に企業は大きなリスクを抱えている状況です。 

⇒効果的な交通安全対策は企業活動の質向上に必要不可欠 

◉交通安全対策は負担も大きく、効果的な手段が見いだせていない 

企業は様々な交通安全対策を実施していますが、効果的な安全啓蒙活動の手段が少なく、毎年同じことを 

繰り返しています。特に実車両を使った運転講習などは、事故発生時に対象者のみ自動車学校での交通 

安全講習を実施するなど、単発的な対策に終始している状況です。また自社で運転講習を実施するにも、 

実施場所・車両手配・指導員手配などの準備業務や組織ごとの調整業務などの運用工数の負荷だけでなく、 

コロナ状況下での密回避対策などもあり、実施が難しいのが実情 

 

◉上記の背景を受け、株式会社トヨタエンタプライズは、トヨタグループの一員として全国の企業の「交通事故防止」 

「企業リスク軽減」に貢献するべく、新たな交通安全対策として「セーフティ・ドライビング・トレーナー」を 

ご案内いたします。 

 

ニュースリリース 

今までにない 従業員向け交通安全対策で 企業が抱えるリスクを軽減する 
『セーフティ・ドライビング・トレーナー』を発売開始 
〜 従業員がより安全で健康に そして持続可能な企業活動を 〜 

報道関係者各位 

 

セーフティ・ドライビング・トレーナー▶ 

https://www.toyota-ep.co.jp/service_lineup/safty_driving_trainer


  

 

《セーフティ・ドライビング・トレーナー》とは 

過去の事故データをもとにした数多くのリアルな交通危険（ヒヤリハット）を体感することで、事故防止への 

意識向上に役立てる一般企業向け交通安全対策（教育）ツールです。 

 

3つの特長 

1.＜効果＞事故防止に必要な能力の向上 

 ・危険予測、運転操作、法令順守のポイントを押さえたヒヤリハット体験プログラムを繰り返し体験する 

ことで「かもしれない運転」を身につける⇒事故防止意識の低下を防ぐ 

「全 30コース」×「天気（晴・雨・雪）/時間（昼・薄暮・夜）」×「難易度（初級・中級・上級）」 

 

2.＜管理＞結果の見える化による効果測定 

 ・体験者を事前 ID登録し、診断レポートとしてすべての結果のデータ保存が可能 

 ・時期別、組織別、個人別、評価項目別に管理が可能 

 

3.＜運用＞運用工数が大幅削減 

 ・準備工数：場所（実施コース）/車両/指導員など各種手配業務が不要 

天候に関係なく実施可能 

 ・当日工数：必要スペースは畳 2畳分で、体験時間も 15～20分程度/人 

タッチパネル操作のため体験者自身で操作可能（立会い不要） 

 ・間接工数：結果集計/報告業務、部署間のスケジュール調整業務等の軽減 

 

使い方・利用シーン 

◉大手部品メーカー A工場導入事例 

 ・交通安全対策の 1つとして活用し、従来以上に多くの従業員へ安全啓蒙の活動が実施できた。 

また運用工数の大幅な削減を実現。 

  ⇒B工場にも導入し、その他工場への導入を見据え効果測定中 

 

製品概要 

・体験車種：普通車、軽貨物車、4ｔトラック 

・体験コース：都心、郊外、商店街、農村、駐車場 

・外寸：幅 1750㎜×奥行 1694㎜×高さ 1350㎜ 

・重量：132Kg（本体のみ：モニター、スタンドは含まず） 

・価格：3,480,000円（税抜） ※別途、保守メンテナンス費用 117,600円/年（メーカー直接契約） 

 

 

＜診断レポート（個人）＞ 

＜診断レポート（組織別）＞ 

代表者 代表取締役社長 高瀬 由紀夫               
本社所在地 名古屋市中村区名駅四丁目 4番 10号 

設立年月日 1952年 10月 23日 
主な事業内容 施設運営管理、人材派遣、 

セキュリティサービス、 
自動車研究開発評価支援 ほか 

資本金 1億 2000万円 

従業員数 4,452人（2021年 4月末時点） 
URL http://www.toyota-ep.co.jp/ 

 

担当 ㈱トヨタエンタプライズ  
  広域営業部 村瀬 忠 

TEL 090-4443-9972 
FAX 052-581-3845 

E-Mail tadashi.murase@toyota-ep.co.jp 
  

 

＜株式会社トヨタエンタプライズ 会社概要＞ 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 


